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呉市教育振興基本計画〈指標〉 ＋６．０ ＋５．０ 

令和８年度 － － 

令和７年度 － － 

令和６年度 － － 

令和５年度 ＋５．８ ＋２．５ 

令和４年度 ＋１１．４ ＋７．８ 

全国学力・学習状況調査の結果分析と今後の取組               ◎･･･各学校 ◇･･･中学校区 

 
重
点
課
題 

◎図表やグラフなどを用いて，自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫する

ことに課題がある。（設問１二）【書くこと】（平均正答率 31.5%） 

 

◇複数の資料から情報を読み取ったり，相手意識をもって，必要な情報を取捨選

択しながら書くことに課題がある。【書くこと】 

 
改
善
の
方
策 

◎グラフから分かることを文章化したり，目的意識をもって必要な内容が取り入

れられているかグループで練り合ったりしながら，文章を組み立てていく活動

を取り入れる。 

◇目的や意図に応じて，相手に伝わりやすい表現を意識しながら書く活動を設定

するとともに，その文章を相互評価したり，視点を絞って見直したりする学習

方法を取り入れていく。 

検
証 

◎全国学力（設問１二）（第５・６学年，２月）目標 40% 

 ５年 43.1%    ６年 60% 

◇標準学力調査（１～６年，12月）目標 全国平均以上 

 １年 49.8(-0.2)    ２年 50.8(+0.8)    ３年 49.5(-0.5) 

 ４年 50.0(±0)   ５年 53.2(+3.2)  ６年 50.4(+0.4) 

 
重
点
課
題 

◎図形を構成する要素などに着目し，基本的な図形の面積の求め方から面積の大

小を判断することに課題がある。（設問２(4)）【図形】（平均正答率 11.7%） 

 

◇問題を解くために必要な情報を取捨選択して解くことに課題がある。 

改
善
の
方
策 

◎角の大きさや辺の長さを図形に直接書き込ませたり，図形の底辺や高さにあた

る辺を色分けさせたりすることで，図形の構成要素を視覚的に捉えながら，問

題を解く習慣を身に付けさせる。 

◇問題から分かることを問題文や図に書き込んだり，途中の式を省略せずに書い

たりするなど，自分の考えを残す習慣を身に付けさせる。 

 

検
証 

◎全国学力（設問２(4)）（第５・６学年，２月）目標 30% 

５年 35.6%    ６年 66.9% 

◇標準学力調査（１～６年，12月）目標 全国平均以上 

 １年 51.5(+1.5)    ２年 50.3(+0.3)    ３年 50.3(+0.3) 

 ４年 48.0(-0.2)  ５年 51.1(+1.1)  ６年 51.2(+1.2) 

 

令和５年度 

全国学力・学習状況調査 
指導方法等の改善計画 

 

呉市立横路小学校 

（横路中学校区） 

話すこ

と・聞く

こと

書くこと

読むこと

言葉の

特徴や

使い方

情報の

扱い方

国語全国平均
県平均
本校

本校  73 ％ 
全国  67.2 ％ 

県  69 ％ 

【来年度に向けて】 

各教科とも，低学年段階から基礎基本の読解力や計算力を確実に積み上げていくために，帯タイムでの反復練習やキュビナを活用したド

リル学習に確実に取り組ませる。どの教科でも，自分の考えを筋道立てて説明したり，論理的に書いたりする活動を意識的に設定し，思

考力・表現力を高める指導を引き続き行っていく。また，分かっていること，尋ねられていること等，問題の中の着目するべき要素に線

を引いたり印を付けたりするなど，問題の解き方にも習熟できるよう，授業の中で意識して指導していくようにする。 

数と計算

図形

変化と関

係

データの

活用

算数全国平均
県平均
本校

本校  65 ％ 
全国  62.5 ％ 
県  64 ％ 


